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キャリアエンベロープオフセット(CEO)制御光周波数コムは光周波数計量の分野で飛躍的な進

歩をもたらした。しかしながら、モード同期レーザーを使用する方式では、レーザーの繰り返し

周波数で決まる光周波数コムのモード間隔が数百 MHz と大変稠密になり、各モードを分離するこ

とが困難である。そのため、このような光源は光周波数計量の物差しと利用できても、超精密分

光や物質制御用の光源として直接利用することは難しい。そこで我々は 25 GHz の広モード間隔

光周波数コムを実現するための新たな方式として、高繰り返し短パルス列を発生させる手法を提

案し開発を進めている[1]。今回、この高繰返し短パルス光を高非線形ファイバーに入射して発生

させた、スーパーコンティニウム(SC)光の位相雑音特性について調べたので報告する。 

高繰返し光パルス列は CW 半導体レーザー(中心波長 1552 nm)を種光源にし、RF 信号発生器か

ら出力される 25 GHz 正弦波で駆動した位相・強度変調器で変調し、生じた周期的なチャープを光

ファイバー中の分散で補償して形成する。また、SC 光は EDFA で光増幅した後にガラスブロック

で分散補償してピーク強度を高めた光を高非線形ファイバーに入射して発生させた。発生した光

の位相特性は、波長可変レーザー光源(1525-1552 nm)との干渉信号の観測により調べた。 

図に 25 GHz 繰返しの超広帯域光と波長可変レーザー光源との干渉信号の位相雑音特性を示す。

横軸のモード次数は位相変調レーザーの中心波長からの光周波数コムモード次数を表している。

位相変調レーザーを用いて発生した SC 光の発生過程ではモード次数に対して位相雑音が線形増

加することを確認した。一方、更に、2 台の位相・強

度変調器駆動用 RF 信号発生器を使用し、干渉信号の

位相雑音特性を比較した結果、RF 信号の位相雑音特性

が SC 光の位相雑音特性にも影響を与えていることも

分かった。本講演では、位相変調レーザーとモード同

期レーザーの位相雑音特性を比較し、自己参照干渉法

による CEO 周波数検出に必要な RF 信号発生器の位相

雑音特性を報告する。 
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Fig.  Phase characteristics of frequency combs  
before and after supercontinuum generation.  
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